






1929 年，歴史の舞台の裏側で，ジョルジュ・バタイユ (Georges Bataille,
1897-1962) が事務局長職を務める雑誌『ドキュマン』(Documents, 1929-


















命 (La révolution surréaliste, nos 1-12, 1924-1929)』や『ビフュール

















図 1 足の親指，男性，30 歳（写真：J. A. ボワッファール）
レ・ボワッファール (Jacques-André Boiffard, 1902-1961) 撮影の，いず
れもクローズ・ア














































































































り，バタイユとアンドレ・ブルトン (André Breton, 1896-1966) との間
には一時期激しい論戦が繰り広げられた。『ドキュマン』1929 年度最終号
である第 7 号と同じ月に出た『シュルレアリスム革命』第 12 号には，ブ
ルトン執筆の「シュルレアリスム第二宣言」16) が掲載されたが，この宣言
はバタイユに対する罵倒で終わっている。後にブルトンは「第二宣言」に




















































































論，異質学を体現しているといってよい。1929 年第 6 号の「足の親指」
で〈魅惑するもの〉を論じるバタイユは〈詩的小細工＝調理



































リス (Michel Leiris, 1901-1990) やカール・アインシュタイン (Carl










現代的な写真の特性はその瞬間性にある。1881 年 9 月 27 日の『ル・
グローブ』紙に掲載されたマイブリッジ (Eadweard Muybridge, 1830-
1904) 撮影によるギャロップする馬のスナップ写真は，画家エドガー・ド







































































































































































































『ドキュマン』1929 年第 2 号において，「サン＝スヴェの黙示録」の非
建築的な構図について論じたバタイユ39) は，同号巻末の「批評辞典 (Dic-






































































































































































































































1) 現在は復刻版が手に入る。Documents, t. 1-2, Éd. Jean-Michel Place, Paris,
1991.
2) どちらも復刻版が出ている。La révolution surréaliste, Éd. Jean-Michel Place,
Paris, 1975. Bifur, t. 1-2, Éd. Jean-Michel Place, Paris, 1976.
3)『ドキュマン』におけるテクストと図版との関係の問題については，ジョルジ
ュ・ディディ＝ユベルマン (Georges Didi-Hubermans, 1953-) の大著『不定
形の類似，あるいはジョルジュ・バタイユによる視覚における喜ばしき知』(La
ressemblance informe ou le gai savoir visuel selon Georges Bataille, Éd.
Macula, Paris, 1995.) が刺激に満ちた論考となっている。
エリ・ロタールは当時のアヴァン・ギャルド運動に深く関わっていた写真家。
アントナン・アルトー (Antonin Artaud,1896-1948) とロジェ・ヴィトラック
25
割れた鏡の中から，亀裂を抉りながら
(Roger Vitrac, 1899-1952) のアルフレッド・ジャリ劇場にもかかわり，その
1930 年のパンフレットにおけるフォト・モンタージュを撮影制作した (cf.
Antonin Artaud, Œuvres complètes, t. II, Gallimard, Paris, 1980, p. 48) 。
ロタールは映画にもかかわっており監督作品もある。晩年は彫刻家アルベル
ト・ジャコメッティ (Alberto Giacometti, 1901-1966) のモデルをつとめた。
ロタールについては Eli Lotar, Éditions du Centre Pompidou, Paris, 1993
を参照。ちなみに前述のパンフレットの表紙を担当したのはガストン＝ルイ・
ルー (Gaston-Louis Roux, 1904-1988) だが，この画家は『ドキュマン』でも
取り上げられている (cf. Documents, no 7, 1929, pp. 356-363 ; no 6, 2e année,
1930, pp. 363-365) 。また，後にバタイユもこの画家の展覧会カタログに序文
をよせている (cf. Georges Bataille, < Préface à l’exposition Gaston-Louis
Roux >, Œuvres complètes, t. XI, Gallimard, Paris, pp. 277-278.［ガリマー
ル版バタイユ全集は以下O. C. と略す］）。
4) cf. Georges Bataille, < Le gros orteil >, Documents, no 6, 1929, pp. 297-
302.
ボワッファールは，もとはシュルレアリストであり，『シュルレアリスム革命』





5) cf. Georges Bataille, < Le langage des fleurs >, Documents, no 3, 1929, pp.
160-168.
6) cf. Georges Bataille, Les Larmes d’Éros (nouvelle édition augmentée), Éd.
Pauvert, Paris, 1981, pp. 234, 237-238.
7) cf. Georges Bataille, < Figure humaine >, Documents, no 4, 1929, pp.
194-201.
8) ibid., pp. 194-195.





『マネ』と表象の扼殺―」（『立教大学フランス文学』第 25 号，1996 年 3 月 25
日，立教大学フランス文学研究室，83-108 頁）を参照。
11) Charles Baudelaire, < Salon de 1859 >, Critique d’art, Gallimard, folio,
Paris, 1992, p. 276［阿部良雄訳『ボードレール批評 2，美術批評 II，音楽批評』
26
筑摩書房，ちくま学芸文庫，1999年，25-26頁］.













誕生』(La peinture préhistorique, Lascaux ou la naissance de l’art, 1955)『マ
ネ』(Manet, 1955)『エロスの涙』(Les Larmes d’Éros, 1961) まで継続される。
ちなみに図版 4 (op. cit., p. 201) は『シュルレアリスム革命』におけるシュ
ルレアリスト達の肖像写真のパロディーとなっている (cf. La Révolution
surréaliste, no 1, 1ère année, 1er décembre 1929, p. 17. Georges Didi-
Hubermans, op. cit., pp. 42-45) 。
14) cf. Georges Bataille, < L’esprit moderne et le jeu des transpositions >,
Documents, no 8, 2e année, 1930, pp. 48-52.




16) André Breton, < Second manifeste du surréalisme >, La révolution sur-
réaliste, no 12, 5e année, 15 décembre 1929, pp. 1-17.
17) André Breton, < Second manifeste du surréalisme >, Manifestes du
surréalisme, Gallimard, folio, Paris, p. 135［アンドレ・ブルトン著，森本和
夫訳，『シュールレアリスム宣言集』，現代思潮社，1975 年，192 頁。生田耕作
訳，『超現実主義宣言』，中公文庫，1999 年，173 頁］.
18) Georges Bataille, < La « vieille taupe » et le préfixe sur dans les mots sur-
homme et surréaliste >, O. C., t. II, p. 103.
19) ブルトンによるシュルレアリスムの弁証法的定義については André Breton,








義を批判している (cf. op. cit., p.200) 。あるいは生前未発表の「〈老練なもぐ
ら〉…」における「第二宣言」に対する批判も参照 (cf. Georges Bataille, <
La « vieille taupe » et le préfixe sur dans les mots surhomme et surréaliste >,
op. cit., p. 106) 。しかしこの問題は微妙である。なぜなら後にバタイユは『文
学と悪』(La littérature et le mal, 1957) でこの「第二宣言」の公式を自らの文
学理論にも適用しているからである (cf. O. C., t. IX, pp. 186, 316) 。この問
題に関してドゥニ・オリエは，この「宣言」が訴える一元論に対して，バタイ
ユにとってはあくまでも「聖なるもの」と「俗なるもの」という止揚不可能な
二元論が残ると主張している (cf. Denis Hollier, < Le matérialisme dualiste
de Georges Bataille>, TEL QUEL, no 25, printemps 1966, pp. 44-54) 。
20) cf. Georges Bataille, < La « vieille taupe » et le préfixe sur dans les mots
surhomme et surréaliste>, op. cit..






る (cf. < Le bas matérialisme et la gnose >, Documents, no 1, 2e année,
1930, pp. 1-8) 。この概念の特異性については cf. Denis Hollier, < Le maté-
rialisme dualiste de Georges Bataille >, op. cit., pp. 44-54. Roland Barthes,
< Les sorties du texte >, Bataille, U. G. E, 10 / 18, Paris, 1973, p. 49-62 ;
Essais critiques IV, Le bruissement de la langue, Éditions du Seuil, Paris,
1984, pp. 271-283 ; Œuvres complètes, t. II, 1966-1973, Éditions du Seuil,
1994, pp. 1614-1622［ロラン・バルト著，沢崎浩平訳「テクストの出口」，『テ
クストの出口』，みすず書房，1987 年，89-105 頁］.
23) cf. Georges Bataille, < L’esprit moderne et le jeu des transpositions >,
op. cit., p. 49.
24) Georges Bataille, < Le gros orteil >, op. cit., p. 302.
25) これはシュルレアリスムに対してレアリスムであるという意味である。『ドキ
ュマン』は，詩的な夢ではなく現実を対象としている。ちなみに『ドキュマン』
復刻版に序文を寄せたドゥニ・オリエ (Denis Hollier) もこの雑誌のレアリス
トとしての性格を強調している (cf. op. cit., p. XXI. Denis Hollier, Les
28
Dépossédés (Bataille, Caillois, Leiris, Malraux, Sartre), Les Éditions de











26) Georges Bataille, < La « vieille taupe » et le préfixe sur dans les mots sur-
homme et surréaliste >, op. cit., p. 98.
27) 例えばレリスは，ピカソはレアリストであり決してシュルレアリストではない
と主張し，後者の「夢」に対して前者の「現実」を対置する (cf. Michel Leiris,





Einstein, < Picasso >, Documents, no 3, 2e année, p. 156]）。< Notes sur le
cubisme >, Documents, no 2, 1929, pp. 146-155 なども参照。またアインシュ
タイン研究家のリリアーヌ・メッフル (Liliane Meffre) は，アインシュタイン
のレアリスムを「主観的レアリスム」として定義している (cf. Liliane Meffre,
Carl Einstein et la problématique des avant-gardes dans les arts plastiques,
Éditions Peter Lang, Berne, 1989, p. 89) 。
28) それに対して，撮影に際して長い露光時間を要する旧式のカメラの場合，写真
には時間の「アウラ」が残存する。
29) 二人の出会いは 1933 年のこととされている (cf. Michel Surya, Georges
Bataille, la mort à l’œuvre, Librairie Séguier, Paris, 1987, p. 486) 。後にベ
ンヤミンは，バタイユが主催していた「社会学研究会」に参加する (cf. Denis
Hollier, Le collège de sociologie 1937-1939, Gallimard, folio, Paris, 1995) 。
ちなみにバタイユは，第二次大戦中，ベンヤミンの草稿をパリ国立図書館に密
かに保管していた (cf. Georges Bataille, Choix de lettres 1917-1962,










Kunst. Photographische Pflanzenbilder. Introduction : Karl Nierendorf, 120
plates, Berlin [Wasmuth], 1928) に言及しているが（同書のフランス版は，
翌年 1929 年に出版されている），バタイユは，『ドキュマン』1929 年第 3 号
（1929 年 6 月）における「花言葉」の図版として，ブロースフェルトによる植
物の拡大写真を使用している。
31) ベンヤミン，前掲書，92 頁。580 頁。54 頁。
32) 同書同頁。カミーユ・レヒト著「ウジェーヌ・アジェ『写真集』への序」（久
保哲司編訳，ヴァルター・ベンヤミン著，『図説写真小史』，156 頁）。
33) Roland Barthes, La chambre claire, Note sur la photographie, Éditions de
l’Étoile, Gallimard, Le Seuil, Paris, 1980 ; Œuvres complètes, t. III, 1974-




35)『ドキュマン』1929 年第 4 号でバタイユはルイス・ブニュエル(Luis
Buñuel, 1900-1983)とサルヴァドール・ダリ (Salvador Dali, 1904-1989) に
よる映画『アンダルシアの犬 (Un chien andalou, 1928)』に言及している (cf.
Georges Bataille, < Œil >, Documents, no 4, 1929, p. 216) 。
36) André S. Labarthe, Bataille à perte de vue (Le carnet), Lime Light, Les
Éditions de Ciné-fils et les films du bief, 1997.
37) cf. Roland Barthes, Fragments d’un discours amoureux, Éditions du Seuil,
Paris, 1977, p. 28［ロラン・バルト著，三好郁朗訳，『恋愛のディスクール・断
章』，みすず書房，1980 年，34 頁］.
38) ディディ＝ユベルマンは『不定形の類似』の第 3 章で，『ドキュマン』におけ
るイメージ操作とエイゼンシュテインの「弁証法的モンタージュ」を比較して
いる。エイゼンシュテインのソルボンヌ大学での有名な講演会は，『ドキュマン』
刊行当時の 1930 年 2 月 17 日に行われた。『ドキュマン』1929 年第 7 号には，





が掲載され，リヴィエールとロベール・デスノス (Robert Desnos, 1900-
1945) が記事を書いている (cf. Documents, no 4, 2e année, 1930, pp. 217-
221) 。バタイユも同誌 1930 年第 2 号掲載「自然の逸脱」においてエイゼンシ
ュテインの講演会に言及している。そこでバタイユは講演会の日付を「1 月 17
日」としているが，実際は「2 月 17 日」(cf. Georges Bataille, < Les écarts
de la nature >, Documents, no 2, 2e année, 1930, p. 82) 。
ちなみにディディ＝ユベルマンは，バタイユやカール･アインシュタインの美
学思想をベンヤミン的な弁証法に近付けて考えている (cf. Georges Didi-
Hubermans, Ce que nous voyons, ce qui nous regarde, Les Éditions de minuit,
Paris, 1992, pp. 171-177 ; Le cube et le visage, Autour d’une sculpture
d’Alberto Giacometti, Éd. Macula, 1992, pp. 208-209［石井直志訳『ジャコ
メッティ，キューブと顔』パルコ出版，1995 年，209-210 頁］; La ressemblance




年の「消え去ったアメリカ」(< L’Amérique disparue >) に既にあらわれてい
る。また同時代人であるアントナン・アルトーもメキシコに憧憬を抱き 1936
年に約九ヶ月間現地に滞在している。
39) Georges Bataille, < L’Apocalypse de Saint-Sever >, Documents, no 2, 1929,
pp. 74-84.
40) Georges Bataille, < Architecture >, ibid., p. 117.
41) バタイユは「唯物論」(< Matérialisme >, Documents, no 3, 1929, p. 170)
「不定形」(< Informe >, Documents, no 7, 1929, p. 382) においても「数学性」
「抽象性」を批判している。また，バタイユのみならずカール・アインシュタイ
ンも純粋抽象に対しては批判的である。例えばアインシュタインは，『ドキュマ
ン』で，マレヴィッチ (Kazimir Severinovitch Malevitch, 1878-1935) らの
シュプレマティスムを批判している (cf. Carl Einstein, < L’exposition de
l’art abstrait à Zurich >, Documents, no 6, 1929, p. 342) 。






る執筆は多く，古くは『ドキュマン』の「素朴芸術」(< L’art primitif >, 1930)
まで遡り，雑誌掲載論文や生前未発表の原稿も多い［O. C., t. IX の「ラスコ
31
割れた鏡の中から，亀裂を抉りながら
ー関係資料」(Dossier de Lascaux, pp. 317-376) に収録されたもの以外の『ラ
スコー』関係のテクストを以下に列挙する < Sommes-nous là pour jouer ou
pour être sérieux > (1951), < Le passage de l’animal à l’homme et la
naissance de l’art >(1953), < Au rendez-vous de Lascaux, l’homme civilisé
se retrouve homme de désir > (1953), < La religion préhistorique > (1959).
以上全てO. C., t. XII に収録］。ミシャェル・シュリヤ (Michel Surya, 1954-)
は，『ジョルジュ・バタイユ伝』(Georges Bataille, La mort à l’œuvre, 1987)
のバタイユの年譜の箇所 (p. 519) で，『マネ』の著作計画がおそらく戦前にま
で遡る事を指摘しているが，確かに，『ラスコー』同様『マネ』の執筆案が戦前
にまで遡ると推測する事ができる。なぜなら，O. C., t. XII の巻末にあるジャ
ン＝ピエール・ル・ブウレ (Jean-Pierre Le Bouler) とジョエル・ベレク・マ
ルティニ (Joëlle Bellec Martini) 作成「1922 年から 1950 年にかけての国立図
書館に於けるジョルジュ・バタイユの貸し出し記録」(Emprunts de Georges
Bataille à la Bibliothèque nationale, 1922-1950) の 567-569 頁によれば，『ド




バタイユの従姉妹であるマリー・ルイズ・バタイユ (Marie Louise Bataille) の
ためのものであるとする見方もある。というのは，マリーは，ポール・ジャモ
(Paul Jamot, 1863-1939) とジョルジュ・ヴィルダンステーン (Georges
Wildenstein, 1892-1963)［『ドキュマン』の出資者にして編集委員］との共著
という形で，1932 年に出版される画集『マネ』(Manet, 2 vol., Paris, 1932)
に参加しているからである。バタイユは『マネ』の中でこの本に言及している
(cf. O. C., t. IX, p. 161, 165) 。因に，マリーとジョルジュが親しい仲であっ
た事は，シュリヤのバタイユ伝から伺われる (cf. op.cit., pp. 13, 38, 45, 48,
52-53) 。また，1930 年にバタイユは，マリーが寄稿していた『十八世紀のフ
ランス画家達』(Les peintres français du XVIIIe siècle, 1928-1930) の二巻目に
ジャン・ロー (Jean Raoux, 1677-1734) についての紹介文を執筆している (cf.
O. C., t. I, pp. 617-640) 。また，マリー・エルベ (Marie Elbé) という人物が
『ドキュマン』に「マネとその時代の批評」(< Manet et la critique de son
temps >, Documents, no 2, 2e année, 1930, pp. 84-91) という記事を寄稿して
いる。また，出版時に削除された『マネ』の手稿の部分でバタイユは少年時代
の『オランピア』との出会いついて触れている (cf. O. C., t. IX, p. 431) 。ち
なみにバタイユは，1951 年の『クリティック』誌 (Critique, no 46, mars
1951) にエドゥアール・ムネ (Édouard Menet) というペン・ネームで書評を
よせている (cf. Georges Bataille, une liberté souveraine, fourbis, Paris, 1997,
32
pp. 65-68) 。
43) cf. Denis Hollier, La prise de la Concorde.
44) cf. O. C., t. II, pp. 13-47. Acéphale, Éd. Jean-Michel Place, Paris, 1995.
45) cf. Georges Bataille, < Propositions >, Acéphale, 21 janvier 1937, pp. 18-
20 ; O. C., t. I, pp. 469-470.
46) 彫刻においては 30 年代のジャコメッティがそのような人間形象の破壊へと進
んでいった。シュルレアリスム時代に抽象的な彫刻を制作していたジャコメッ
ティは，そのような破壊を経て「現実」へと向かう。ジャコメッティの制作と
『ドキュマン』美学の関係については Georges Didi-Hubermans, Le cube et
le visage, Autour d’une sculpture d’Alberto Giacometti, pp. 198-218［前掲書
202-218頁］を参照。
また『ドキュマン』的であった時代のホアン・ミロ (Joan Miró, 1893-1983)
における絵画性の破壊の問題については Rosalind Krauss, <« Michel, Bataille
et moi » après tout >, Georges Bataille après tout, Éditions Belin, 1995, pp.
125-145 を参照。
















48) ibid., p. 397.
49)「腐爛」はバタイユの大きなテーマのひとつである (cf. Georges Bataille, 
< Le soleil pourri >, Documents, no 3, 2e année, 1930, pp. 173-174. < La «





ンドレ・マッソン (André Masson, 1896-1987)，ミロ，G. L. ルーらを「ロマ
ン主義世代」と呼び，その美術傾向をこの命題によって定義している (cf.
Liliane Meffre, op. cit., p. 80) 。この命題は，クレーの有名な命題「見えるも
のをあらわすのではなく，見えるようにする」と通じるものがある。レリスの
『日記 1922-1989』(Journal 1922-1989, Gallimard, Paris, 1992) にマッソンの
「絵画とは重さの問題だ」(p. 29) という言葉があるが，重力や重さも見えない
力である。
ジル・ドゥルーズ (Gilles Deleuze, 1925-1995) は，フランシス・ベイコン























のうちにはなかったのである〉。(Georges Bataille, < Le passage de l’animal
à l’homme et la naissance de l’art >, O. C., t. XII, p. 274.)
52) この書物に対して，ベンヤミンは「花についての新しいもの」という書評をよ
せている（『文学世界』，1928 年）(cf. Walter Benjamin, < Du nouveau à
propos des fleurs >, Karl Blossfeldt 1865-1932, Taschen, Cologne, 1999,
pp. 348-351) 。前述したように，ベンヤミンは，1931 年発表の「写真小史」
34
（『文学世界』）で再びこの写真家を取り上げている。
53) Karl Blossfeldt, La plante. Introduction : Karl Nierendorf, Librairie des
Arts décoratifs, Paris, 1929.
「花言葉」の末尾には，図版として使われた写真が〈未発表〉であるという注
意書きが添えられている。それらの写真のうち三点は，後に，1932 年刊行の
『自然の驚異の楽園』(Wndergarten der Natur, Le jardin merveilleux de la
nature, 1932) に収められるが，残り二点は，ブロースフェルトのどの写真集に
も見当たらない。cf. Karl Blossfeldt 1865-1932, op. cit..
54) Georges Bataille, < Langage des fleurs >, op. cit. p. 161.
55) Georges Bataille, < Informe >, Documents, no 7, 1929, p. 382.
56) cf. Georges Didi-Hubermans, La ressemblance informe.
57) Georges Bataille, < Le langage des fleurs >, Documents, no 3, 1929, p.
160.
58) ibid., p. 162, 163.
59) ibid., p. 164.
60) ibid., p. 163.
61) Georges Bataille, < Le gros orteil >, op. cit., p. 302.
35
割れた鏡の中から，亀裂を抉りながら
